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• 商号：株式会社オプティム （東京証券取引所一部：3694）

• 設立：2000年6月
• 所在地：

• 本店： 佐賀県佐賀市本庄町1 ｵﾌﾟﾃｨﾑ・ﾍｯﾄﾞｸｫｰﾀｰﾋﾞﾙ(佐賀大学構内)
• 東京本社： 東京都港区海岸1丁目2番20号 汐留ビルディング 21階
• 九工大前Office： 福岡県飯塚市川津 680-41 飯塚研究開発センター103号室

• 代表者：菅谷俊二（佐賀大学農学部招聘教授）

• 従業員数：530名（正スタッフ・派遣スタッフ含む）

• 平均年齢：33.8歳
（スタッフの8割がソフトウェアエンジニア）

• 主要株主
• 菅谷俊二、東日本電信電話株式会社、富士ゼロックス株式会社等

東京本社

佐賀本店



オプティム ～大学連携～
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地元生産者の
方々による運

営

AI・IoT・Robot時代に向けた人材教育を大学と連携し行う

日本初
国立大学内に
上場企業本店

を
移転



ミッション
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ネットを空気に変える。
－ネット端末を、あなた好みに働かせます－

株式会社オプティム
代表取締役社長 菅谷 俊二

当社は、「ネットを空気に変える」というコ
ンセプトを掲げ、もはや生活インフラとなっ
たインターネットが、いまだに利用にあたり
ＩＴリテラシーを必要とする現状を変え、イ
ンターネットそのものを空気のように、全く
意識することなく使いこなせる存在に変えて
いくことをミッションとして、創業以来すべ
ての人々が等しくインターネットのもたらす、
創造性・便利さを享受出来るようサポートす
るプロダクトの開発に尽力しております。



知財への取組み
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平成30年度「知財功労賞」を受賞

日本発のテクノロジーを世界で使っていただくため知的財産戦略に力を入れています

2018年8月現在

出願数計
713件

国内出願数
298件

国内登録数
233件

海外出願数
207件

海外登録数
87件

PCT出願数
208件



オプティムの歩み
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リモートサポートサービスフレッツ簡単セットアップツール



オプティムの歩み
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デバイスマネジメント
小規模から大規模まであらゆるデバイスの管理を実現し
スマホ・タブレット利用を効率化させる

35,000社以上の導入実績



あらゆる産業とAI・IoT・Robotを融合させる企業
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各業界・産業とITを組み合わせる「○○×IT」により
ITの力で業界・産業基盤を再構築していきます



IoTプラットフォームの「OPTiM Cloud IoT OS」
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オプティムの「○○×IT」の取り組み①

10Copyright © 2019 OPTiM Corp. All Rights Reserved.

建設×IT（コマツとの提携） 農業×IT（佐賀県、佐賀大学との連携協定）

水産×IT（佐賀県、佐賀大学、JF有明漁
協、農林中金、ドコモとの連携協定）



オプティムの「○○×IT」の取り組み②
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医療×IT/遠隔診療 在宅医療×IT（織田病院との実証）

医療×IT/眼底AI診断支援（佐賀大学との研究所設立）



建設×IT
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～コマツ・オプティム・NTTドコモ・SAPジャパンと合弁会社設立～

全ての建設に関わるプロセスを３Dデータでつなぐ
オープンプラットフォーム

建設業界での新しい世界標準を創ります



オプティム ～ AI・IoT プラットフォーム OPTiM Cloud IoT OS Movie～
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モニタにて動画を再生
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ドローン利活用事業の紹介



アースデジタルスキャニングPJT
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①行政事務の効率化：作付け確認業務をAI化

②行政事務の効率化：被害額算定をAIが予測
生産工程の効率化：収穫量をAIが予測

③生産工程の効率化：病害虫の早期発見。
田周り業務を自宅で実現

④行政事務の効率化：災害現場の迅速な報告
を実現

AIが病害
虫を検
知

三次元
化し

CAD化
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ドローン・AIによる作付け確認

固定翼型ドローン
広域農地デジタルスキャン

＋
AIにより作付を自動判別現

状
Agri Field Manager に地理情報データが入り、
地名地番 / 農業者名 / 作物名の情報と共に表示

AIによる
作物の自動判別

確認調査：約1,360時間
営農計画書：約53,000筆



ドローン・AIによる水稲、麦等の収穫量の推定（共済業務）
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H29年度ウンカ発生状況
（ドローン撮影）

ドローンで撮影
水稲、麦等の画像
AIで収穫量を測定

ドローン空撮画像 AI解析結果

約400名の評価委員が
現地確認で収量予測

現状

悉皆調査
抜取調査

実測データ
値を基準 500㎏/10a

基準収量

450㎏/10a
生産者Ａ

400㎏/10a
生産者Ｂ

300㎏/10a
生産者Ｃ

約2,500時間

目標：業務時間の半
減
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世界初、ピンポイント農薬散布テクノロジーを開発

ディープラーニング技術を用いた害虫の検知に成功
早期に害虫を検知し、ピンポイントで農薬散布を実現



ドローン・AIによる被災箇所抽出、被害額推定
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被災前状況

発生前後の画像比較
差分をAIが自動検知

災害発
生

被災箇所把握

現状 ３次元化

点群データ化

被害額算定
図面作成支援

危険な被災
現場で職員、
委託業者が
測量

大学生でも手軽に安全作
業

被災箇所抽出

被害額推定

被災箇所の
把握に多く
の時間

目標：業務時間の半
減 災害発

生

・概算事業
費
・査定設計



セルラードローン感度調査有明海横断飛行
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有明海横断 飛行高度145ｍ 飛行距離約２２Km 飛行時間 30分

21Copyright © 2019 OPTiM Corp. All Rights Reserved.



実証動画
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モニタにて動画を再生



主なOPTIMHawk(V1)の実績
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有明海横断飛行 22㎞ 2019年

農地作付確認のため、佐賀県杵島郡白石町全域を補助者あり目視外飛行で撮影した

小麦の生育調査のため、北海道帯広市河西郡580haの農地を補助者ありで目視外
飛行で撮影

LTEの電波調査のため、LTE通信のFPV映像をリアルタイムで確認しながら、太
良町から柳川まで、有明海横断の実験飛行をNTTDocomo社と共同で行った

白石町農地確認 8500ha 2018年 2019年

北海道帯広生育調査 580ha 2018年

佐賀県佐賀市 農地作物可視化技術研究 2018年～
農林水産省より委託をうけている戦略的プロジェクト研究推進事業委託事業
｢ドローン等を活用した農地・作物情報の広域収集・可視化及び利活用技術
の開発｣

内閣府地方創生推進交付金・五島市ドローンi-Landプロジェクトの一環とし
てAI・ドローンを用いた作付け確認業務支援の実証事業を開始

長崎県五島市 作付け確認 2019年



参考：空間分解能と用途
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解像度

想定機体

2〜0.5m
圃場単位の確認

人工衛星

30mm
生産物の確認

固定翼

1.5mm
葉の観察

固定翼
マルチコプター

0. 125mm
６mm虫の防除

固定翼
マルチコプター

農地調査 生育調査 防除地域調査

24

0. ８mm
病害の観察

固定翼＋ズーム
＋AI超解像技術

広域防除

500〜
800Km高度

100m高度

1600万画素

固定翼：１００ｍ高度
８K画素

ﾏﾙﾁ：50m高度
4200万画素

固定翼：100m高度
1億画素

ﾏﾙﾁ：８〜１０ｍ高度
2400万画素

固定翼：100ｍ高度
８K画素

ﾏﾙﾁ：５０～８０ｍ高度
4200万画素

高度と
カメラ画素



参考：固定翼とマルチ性能比較
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OPTiM Hawk V2 OPTiM Hawk V1 マルチコプター型ドローン

航続時間 60分以上/回 30分以上/回 15～30分/回

撮影面積 1200ha / 日 600ha / 日 150ha / 日

４倍８倍



参考：全国のスマート農業の取組
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• 18品目18都道府県（全国の1/3の地域が参加）にてスマート農業の取り組みを推進中

北海道
大豆のピンポイント栽培
小麦の収量予測

青森県
・水稲の病害虫検知
・にんにく農園のGAP支援
・ぶどうの病害虫検知

茨城県
・キャベツのピンポイント栽培
・ブロッコリーのピンポイント栽培
・じゃがいものピンポイント栽培

静岡県
・オリーブの生育分析

長崎県
・アスパラガスの生育分析
・たまねぎの生育分析

鹿児島県
・お茶の生育分析（予定）

千葉県
・水稲のピンポイント栽培

佐賀県
・水稲のピンポイント栽培
・大豆のピンポイント栽培
・トマトの収量予測
・きゅうりの遠隔作業支援
・みかんの遠隔作業支援

大分県
・水稲ピンポイント栽培

福岡県
・水稲ピンポイント栽培

沖縄県
・いちごの収量予測（予
定）

福島県
・茶豆の生育分析

山梨県
・トマトの収量予測

石川県
・水稲の生育分析

兵庫県
・大豆のピンポイント栽培
・玉ねぎの遠隔作業支援

滋賀県
・柿の遠隔作業支援

徳島県
・水稲、大豆ピンポイント栽培（予定）宮崎県

・根菜畑の圃場管理（GAP支援）
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電波的な問題点



課題
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・920Mのテレメトリーが届かないエリアは自動飛行のプランが組めない

・ドローン操縦で使用する2.4G帯は混信しやすい

・プロポは飛行空域全域で直接操作できることが望まれる

・映像伝送で使用する5. 7G帯は携帯無線免許開設が必要で、開設までに１~2ヶ月必要

・JUTM（日本無人機運用管理コンソーシアム）への加入と、陸特3級の無線技士免許が必要

・ 5. 7G帯運用時には事前登録と、同じエリアで利用時期が重なった場合利用者同士の事前調
整が必要、利用者が増えた場合、実用的な仕組みではない

手続きは最短、最小限がスケールの条件！
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携帯電話ドローンに希望すること



目視外飛行や自動飛行時に必要な条件
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・天候を見ながら実施する実運用では、1日から数時間前の利用申請で使えることが望ましい

・自動飛行で農薬散布する場合1ha(100m×100ｍ）あたり4台程度の連隊飛行の可能性がある

・上空150mから地上の人が識別できる解像度のリアルタイム映像が必要

・目視外飛行時全域で、機体の操作が可能な事（低遅延が望ましい）

・有人機、無人機管制システム、ドローンジオフェンス情報など総合管制システムとの連携

・自機の異常監視による緊急退避エリアへの誘導

・飛行エリアの気象予報サービスと連携
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